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前報では冬期無加温ハウス栽培におけるンタス・ホウレ

ンソウ,ダ イコンの作型設定について報告 した。本報では

その結果に基づき,作型を実証 し,経済性について調査し

たので報告する。

2 試 験 方 法

1 レタス

品種 ソ レー トレークス366 MT″ を用い,9月 15日 並ぴ

に,月 25日 の2回播種 し,2葉時にペーパーボットに仮植 ,

5葉時に定植 した。栽培様式は畦幅 180",ベッド幅 ,0‐

株間 30mの 3条植えとし,定 植時にポリマルチを行った。

保温は11月 15日 よリポリカーテン,さ らに 12月 27日 より

ポリトンネルの併用被覆によった。施肥は無肥料 とした。

2 ホウレンソウ

品種 ア` トラス″を用い10月 25日 並びに■月 15日 の 2

回にわた り条間35mに条播 した。その後 2葉時に株間 5m
を目安に間引きした。保温は 11月 10日 よリポリカーテンの

被覆によった。施肥量は 108当 たり成分量でN,P205,K20
とも96″ とした。

3 ダイコン

品種 耐`病総太 り
″

を用い lll月 15日 並びに10月 25日 の

2回にわた り,畦幅 180碗 ,ベッド輻 loom,株 間 25mと し

2条 に点播した。保温は 11月 1日 よリポリカーテン.11月

7日 よリポリトンネルの併用被覆によった。施肥量は10o

当たり成分量でN,P205,K20と も96ん,と した。

4 単価 : 山形中央卸売市場における昭和52年 ～54年

の収穫期間の旬別平均単価とした。なぉダィコンのみにつ

いては,ハ ウスものは囲いものに比べ品質 ,外観が良いの

で 2倍 の単価とした。

5 経営費 : 施設費はハウスの償却費と修繕費 (償却費

の20%)の 見積額として算出する場合は)と 施設の修繕費
のみを経営費と見なす場合(つ によった。 出荷手数料は系

統扱いの場合として115%で見積った。

3 調査結果 と経営の成果

1 レタス

(1)収量及び品質 : 収穫までの所要日数は ,月 15日 播

種で 138日 ,25日 播種で 15,日 であった。 10a当 たり約 23
t,個数に して約 4,41X個の収 量が得 られた 。9月 15日 播
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種は25日 播種に比べ大玉で,病害 ,

あった。

表 1 レタスの収量 ,障害

変形がやや多い傾向に

●)市況: 1～ 3月 の山形中央卸売市場への入荷量は

227官程度で,現在のところすべて県外物である。単価

は概 して安定しており平均で240円 台であった。

0)労働時間 : 103当 たり全労働時間は505時 間であり,

そのうちハウス管理が35%,収穫・調整が20%を 占めている。

表

注 ※ Aン ウヽスの償却費と修繕費 (償却費の20%)の
見積額として算出した場合

B:施設の修繕費のみの場合
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)経営の成果 : 粗収入は576千円であり,所得367千円

所得率631%,1人 1日 当たり所得は5,821円 (冬 期間の

遊休ハウス利用という観点から施設費は修繕のみを計上し

た場合,ホ ウレンソウ,ダ イコンも同 じ)であった。

2 ホウレンソウ

(1)収量及び品質 : 収穫までの所要日数は,各播種期と

も約
'0日

であった。108当 たり約 5,880フ博/3002の 収量が

表 3 ホウレンツウの収量

表 4 ホウレンソウの粗収入,経営費 .出荷経費 ,

経営収支(10a当 たり)

見積額 として算出した場合
B:施設の修繕費のみの場合

14)経営の成果 :粗収入300千 円,所得は206千 円,所 得

率688%,1人 1日 当たり所得は5,132円 であった。

3 ダィコン

(1)収量及び品質 : 収穫 までの所要日数は各播種期とも

120日 前後であり,10a当たり約 3.750本の収量が得 られた。

1本重は1,100夕 前後で商品化率は90%と 高かったが,10月

25日 は播で原因不明の円形褐変がやや多く発生した。

② 市況 : 12～ 3月 の入荷量は 12月 がやや多いものの,1

～3月 に0■

'て
は5～ 10t/日 であり,また年次変動も少な

い。ハウスものの単価は ,囲い ものに比べ品質,外観が良

く,ほぼ 2倍 の価格で販売 されている。

13)労働時間 : 108当 たり全労働時間は395時 間であり,

そのうちハウス管理が 510%で最 も多く,収穫 調整が170

%を 占めている。

(41経営の成果 :粗収入は327千円であり,所得 206千 円

所得率 630%, 1人 1日 当たり所得は4,165円 であった。

得 られ,品質は病害の発生 もほとんどなく良好であった。

12)市況 : 1～ 3月 の入荷量は,5～ 6t/日 前後で年次

変動 も少ない。そのうち約 48%が県外物であるが,鮮度の

面か ら県内ものの方が有利に販売されている。
lS)労 働時間 : 108当 たり全労働時間は321時 FF5で あり,

そのうち収穫 調整の時間が最 も多く330%を 占めてい

る。

(103当 た り)

粗

収

入

表5 ダイコンの収量,障害 (103当 た り)

注 各播種期

表 6 ダイコンの粗収入,経営費,出 荷経費 ,

経営収支 (108当た り)

注 ※ A:ハ ウスの償却費 と修繕費 (償却費の 20%)の
見積額 として算出 した場合

B:施設の修繕費のみの場合

4 ま  と  め

冬期間遊休状態にあるハウスを有効に利用 して, 1月 ～

3月 収穫を中心とした無加温での野菜栽培は,地元市場に

冬期間不足しがらだった生鮮野菜を供給できるようになり,

経営 的に も1人 1日 当たり4.000円 ～6,000円の所得が見

込 まれる。すでに栽培されているシェンギクなどの軟弱野

菜等を含め適宜組み合せ,ま た選択することにより,前後

作の関係 もより有利に展開させることができると思われる。
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